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授業の活用提案

中学校3年生国語 学習場面：単元の導入～展開

おくのほそ道
活 用 例

1 俳句の情景をとらえることで、表現の奥行きや味わいを感じ取ることができる
　 その土地や建物についての理解が進むと、古典の言葉の意味がより明らかになる。

2 作者の人物像や時代背景を知ることが、旅の様子の具体的なイメージにつながる
　芭蕉が見た風景を、自分の目で見ているかのように感じ取ることができる。

俳句を知る
俳句の意味や表現の工夫に着目させ、古典表現に親し
ませる。

芭蕉が旅した土地を調べる
それぞれの土地の風景や歴史を調べ、作品の歴史的背
景について理解を深めさせる。

「松尾芭蕉」、「おくのほそ道」
検索ワード

「おくのほそ道」 → 小見出し  をチェック
検索ワード

「最上川」、「山形県」、「平泉」、
「中尊寺」、「岩手県」など

検索ワード

①　教科便利事典｜国語＞文学作品＞おくのほそ道
②　教科便利事典｜国語＞文学者＞松尾芭蕉

調べ方

活用のポイント

作者について調べる
『ブリタニカ・スクールエディション』で、松尾芭蕉の
生涯と旅路を調べ、時代背景を理解させる。

読む

読む

発展

「最上川」、「山形県」、「平泉」、
「中尊寺」、「岩手県」など

芭蕉は最上川や中尊寺金色堂を見
て、何を感じたのか考えよう。

学習指導要領との対応
中学校学習指導要領（平成29年告示）　国語第3学年 p.36「ア　歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親し
むこと。」

『ブリタニカ・スクールエディション』で、松尾芭蕉の

松尾芭蕉はどのような
旅をして、俳句の世界を広げ
ていったのだろう。

芭蕉がよんだ俳句に
はどんな意味が込められて
いるのだろうか。


